




































































































る平均記入回数は，2017 年度で 10.6 回，2018 年度で 12.1 回であった。また，中央値はそ
れぞれ 11.0 回，14.0 回である。
　2017 年度と 2018 年度とを比較すると，教員に対する依頼内容は両年度とも同じであっ
たものの，2018 年度は書き込みをした人数や記入の回数，入力した文字数が増えていた。
2017 年度の入力回数の分布をみると，13 回以上でおよそ 35％程度の分布があるのに対し，
10 回～11 回にも 25％程度の分布があり，必ずしも毎回の取り組みでなかったことがうか



















するアンケートの回答も行ったものが 702 名である。したがって，この 702 名が今回の比
較分析の対象者となる。同様に行わなかった群は 487 名中，アンケートに回答している分
析の対象者は 272 名である。2018 年度については，書き込みを行った者が 1046 名おり，
そのうち 801 名が対象である。行わなかった者は 710 名中 437 名である。
　振り返りの書き込みがある群とない群との情報に対するイメージ，並びにパソコン操作
スキルに関する比較結果は表 2ならびに表 3に示す通りである。なお，表 2，表 3で示さ
れている点数は，それぞれの学期末時点で入力された得点から学期当初に入力された得点
を引いて差分の点数を算出し，それを比較したものである。表 2については 5件法の得点






2017 年度 2018 年度
平均記入回数（全 15 回中） 10.6 回 12.1 回
質問A平均入力文字数 14.4 文字
質問 B平均入力文字数 16.3 文字 22.2 文字
質問 C平均入力文字数 18.4 文字 22.2 文字
質問D平均入力文字数 22.3 文字
書き込み者数（ユーザ数） 1171 人 1046 人
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表 3　振り返りの取り組みの有無による学習成果の比較（パソコンの操作スキル項目）
2018 年度 2017 年度
なし あり 差 なし あり 差
メールに添付されているファイルを開くことができる 0.21 0.31 0.10 0.31 0.32 0.01
ウェブ上の画像に関する著作権について理解している 0.15 0.24 0.09 0.11 0.19 0.08 
USBフラッシュメモリを利用してファイルを持ち運べる 0.26 0.33 0.08 0.28 0.31 0.03
ウィンドウの最小化や最大化が行える 0.02 0.09 0.07 0.04 0.07 0.04
返信機能を利用して，適切な返信をすることができる 0.22 0.28 0.06 0.29 0.29 0.00
学内 PCで作成したファイルを自宅の PCに持ち運べる 0.36 0.42 0.06 0.44 0.38 －0.05
転送機能を利用して，メールを転送することができる 0.20 0.26 0.06 0.27 0.26 0.00
異なるソフトウェア間のコピーや貼り付けを行える 0.20 0.25 0.05 0.18 0.25 0.06
グラフを作成することができる 0.33 0.38 0.05 0.35 0.36 0.01
メール作成時に適切な件名をつけることができる 0.22 0.27 0.05 0.32 0.31 0.00
Windows の基本的なマウス操作が行える 0.04 0.09 0.05 0.06 0.10 0.03
CC と BCCの違いを理解している 0.17 0.22 0.05 0.26 0.30 0.04
メールを作成し，送信することができる 0.18 0.22 0.05 0.26 0.23 －0.03
メールにファイルを添付して送信することができる 0.35 0.40 0.05 0.44 0.42 －0.02
スライド内のインデントを変更することができる 0.40 0.45 0.05 0.42 0.46 0.04
作成した文書を印刷することができる 0.26 0.30 0.04 0.32 0.33 0.00
ビジネス文書をマナーを理解した上で作成できる 0.33 0.37 0.04 0.33 0.38 0.05
表 2　振り返りの取り組みの有無による学習成果の比較（印象・操作面）
2018 年度 2017 年度
なし あり 差 なし あり 差
あなたの「スマートフォン」に対する印象について 0.07 0.09 0.02 0.11 0.08 －0.03
あなたの「スマートフォン」に対する操作や知識について 0.16 0.14 －0.02 0.10 0.17 0.06
あなたの「パソコン」に対する印象について 0.03 0.05 0.02 0.05 0.08 0.02
あなたの「パソコン」に対する操作や知識について 0.30 0.28 －0.01 0.38 0.32 －0.06
あなたの「SNS」に対する印象について 0.04 0.13 0.09 －0.02 0.09 0.11
あなたの「SNS」に対する操作や知識について 0.14 0.13 －0.01 0.15 0.20 0.05
あなたの「ネットを使ったコミュニケーション」に対する
印象について
－0.01 0.07 0.08 －0.08 0.01 0.09
あなたの「ネットを使ったコミュニケーション」に対する
操作や知識について





1 ページの文字数や行数の設定を変更できる 0.29 0.33 0.04 0.34 0.35 0.01
配付資料形式でスライドを印刷することができる 0.30 0.34 0.04 0.27 0.29 0.03
口頭発表を意識したスライド資料を作成できる 0.37 0.40 0.04 0.28 0.34 0.06
タブによる頭揃えを行うことができる 0.34 0.38 0.04 0.35 0.38 0.03
テキストボックスなどのオブジェクトを挿入できる 0.36 0.40 0.04 0.36 0.38 0.02
セルの表示形式（通貨形式など）を変更できる 0.34 0.37 0.04 0.29 0.32 0.03
シャットダウン（電源OFF）操作が行える －0.02 0.01 0.04 －0.01 0.01 0.02
信憑性を意識した上でウェブの情報検索ができる 0.22 0.25 0.03 0.22 0.23 0.02
マルウェア（不正ソフト）について理解している 0.23 0.26 0.03 0.23 0.23 0.00
ファイルを削除することができる 0.19 0.23 0.03 0.19 0.25 0.06 
ブラウザを利用してウェブページを開くことができる 0.06 0.09 0.03 0.02 0.05 0.03
均等割り付けを行うことができる 0.29 0.32 0.03 0.30 0.33 0.02
ワークシートを切り替えたり，新しく作成したりできる 0.34 0.37 0.03 0.34 0.33 －0.01
用紙サイズの変更や余白の変更ができる 0.29 0.32 0.03 0.35 0.34 －0.01
画像や図を活用した文書を作成することができる 0.41 0.44 0.03 0.35 0.43 0.08 
署名機能を活用しメールに署名をつけることができる 0.40 0.43 0.03 0.46 0.47 0.01
グラフの色や軸の表示設定などを変更することができる 0.31 0.34 0.03 0.35 0.29 －0.05
画像やグラフなどを文章内に挿入することができる 0.31 0.33 0.03 0.29 0.34 0.05
文字入力の際に挿入，上書モードの使い分けができる 0.27 0.29 0.03 0.26 0.31 0.05
スライドにページ番号を挿入することができる 0.43 0.45 0.03 0.42 0.48 0.06
学術的文書の規則を踏まえてレポートを作成できる 0.42 0.45 0.03 0.39 0.43 0.04
作成したレポートを先生にメールで提出できる 0.51 0.53 0.02 0.58 0.52 －0.06
スマートフォンで入力した文書を PCで編集できる 0.26 0.28 0.02 0.29 0.27 －0.02
全角文字と半角文字を適切に区別して入力ができる 0.10 0.12 0.02 0.07 0.13 0.06
ファイル名の変更ができる 0.23 0.25 0.02 0.20 0.25 0.05
セルのフォントや背景色を変更することができる 0.32 0.34 0.02 0.31 0.31 0.01
ごみ箱に入ったファイルを元に戻すことができる 0.17 0.19 0.02 0.17 0.17 0.00
CSV ファイルを正しく読み込むことができる 0.11 0.12 0.02 0.09 0.09 0.00
ヘッダーとフッターを変更することができる 0.20 0.22 0.01 0.25 0.23 －0.02
表の挿入機能を利用して，表を挿入することができる 0.34 0.35 0.01 0.28 0.36 0.08 
アニメーション機能を使うことができる 0.36 0.38 0.01 0.33 0.37 0.05
Google 検索を利用できる 0.01 0.02 0.01 0.01 0.03 0.01
セルに入力したデータを削除することができる 0.35 0.36 0.01 0.31 0.37 0.06
罫線（けいせん）を引くことができる 0.32 0.34 0.01 0.30 0.33 0.03
ZIP ファイルを展開することができる 0.16 0.17 0.01 0.11 0.10 －0.01
複数のセルを結合することができる 0.27 0.28 0.01 0.28 0.30 0.02
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ウェブページをブックマークに登録することができる 0.15 0.16 0.01 0.17 0.17 0.00
インデントの変更ができる 0.27 0.28 0.01 0.35 0.31 －0.04
他のセルを参照する数式を入力することができる 0.36 0.37 0.01 0.34 0.39 0.05
番号付きリストの作成ができる 0.45 0.46 0.01 0.42 0.48 0.06
データの並び替えや絞り込みを行うことができる 0.27 0.28 0.01 0.27 0.27 0.00
セルの幅や高さを変更することができる 0.31 0.32 0.00 0.32 0.32 0.00
数式を入力する際に，絶対参照を行うことができる 0.33 0.33 0.00 0.30 0.32 0.02
ファイル操作の際にショートカットキーを活用できる 0.23 0.24 0.00 0.25 0.29 0.04
スライドマスターを活用することができる 0.30 0.30 0.00 0.37 0.40 0.03
学内 PCでログアウトせず帰る危険性を理解している 0.18 0.18 0.00 0.06 0.18 0.12 
囲い文字を設定することができる 0.30 0.29 0.00 0.30 0.32 0.03
セルに入力したデータを修正することができる 0.36 0.36 0.00 0.30 0.36 0.06
オブジェクト同士の描画順序を変更することができる 0.28 0.28 0.00 0.28 0.27 0.00
新しいスライドを追加することができる 0.34 0.34 0.00 0.30 0.35 0.06
ファイルサイズを確認することができる 0.22 0.22 0.00 0.24 0.19 －0.04
ファイルを別のフォルダへコピーすることができる 0.25 0.24 －0.01 0.18 0.25 0.08 
画像に対して文字列の折り返し設定ができる 0.30 0.29 －0.01 0.31 0.34 0.03
改ページプレビューを活用して印刷することができる 0.18 0.17 －0.01 0.17 0.15 －0.02
セルにデータを入力することができる 0.34 0.33 －0.01 0.28 0.37 0.09
ファイルを検索することができる 0.25 0.24 －0.01 0.28 0.27 －0.01
フィッシング詐欺について理解している 0.24 0.22 －0.01 0.19 0.19 －0.01
SmartArt を挿入することができる 0.35 0.34 －0.01 0.30 0.39 0.09 
スライドデザインを変更することができる 0.45 0.44 －0.01 0.39 0.48 0.09 
サブフォルダを作成することができる 0.24 0.22 －0.01 0.19 0.23 0.04
数式を入力して四則演算を行うことができる 0.42 0.40 －0.02 0.39 0.39 0.00
オートフィル機能を利用して数式をコピーできる 0.40 0.38 －0.02 0.38 0.36 －0.02
箇条書きの作成ができる 0.39 0.37 －0.02 0.37 0.38 0.01
SUMなどの基本的な関数を使うことができる 0.36 0.34 －0.03 0.32 0.31 －0.01
中央揃えや右揃えを設定することができる 0.31 0.28 －0.03 0.26 0.31 0.05
オートサム機能を使うことができる 0.37 0.33 －0.04 0.35 0.32 －0.04
フォントの種類やサイズを変更することができる 0.31 0.26 －0.05 0.26 0.26 0.00
Backspace キーとDelete キーの使い分けができる 0.26 0.19 －0.07 0.13 0.19 0.06
平均値 0.28 0.30 0.02 0.27 0.30 0.02






























の 5点は順に，2018 年質問 B’（具体的な質問内容は前述を参照，以下同），2017 年質問 B，
2018 年質問 C’，2017 年質問 C，2018 年質問Dである。
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法や活用の仕方を学ぶという構造であることが確認できる。

































































のレポート執筆の場面が後々に訪れた際に，そこで必要となるWord や Excel の機能の具
体的な操作方法を忘れてしまっている，という問題である。すなわち，この振り返りを通
じた学習成果の分析活動を通じて調査項目に含めておくべきであったことの 1つは，レ























CUCにおける情報基礎の変遷を通じて，千葉商大紀要第 47 巻 1 号，p.53-72
［5］坂田哲人・濱野和人・柏木将宏（2011）「情報」に対するイメージと情報教育の関連






http://www.juce.jp/computer-edu/（2019 年 1 月 19 日最終閲覧）
［9］一般社団法人情報処理学会，カリキュラム標準（一般情報処理教育）https://www.









単純化手法，工学教育第 65 巻 6 号，p.129-134
［14］山川修・菊沢正裕（2006），大学における情報基礎教育カリキュラムの実践的研究，
日本教育工学会論文誌第 30 巻 3 号，p.231-238
［15］L.D.Fink（2014），土持ゲーリー法一（監訳）「学習経験をつくる大学授業法」玉川
大学出版部
 （2019.1.23 受稿，2019.3.7 受理）
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〔抄　録〕
　本稿は，千葉商科大学（以下，本学）における情報基礎教育を展開において，各回の授
業終了時に，本学CUCPortal から接続できる LMS（学習管理システム）へ，その授業
の振り返りを記入するように学習者に促すように取り組んだ授業実践報告である。
　この振り返りは学習成果の向上と定着を企図したものであるが，結果としては，「パソ
コンの操作スキルの向上」の値については，「振り返りを実施した群」において平均でご
くわずかの差しか認められず，統計的な有意差を導くことができなかった。なお，具体的
な項目レベルでは，いくつかの項目において数値の差を確認することができている。
　また，振り返りの記述内容をテキストマイニングによって解析し，その傾向について確
認した。「Office アプリケーション」などのツールを「文書作成」や「発表」といった活
動とが結び付けられており，単なる操作方法の習得にとどまらない学習の効果が確認でき
ている。また「文書作成」や「発表」を「レポート作成」や「プレゼンテーション」へ応
用し，具体的な活用場面を想起できていることも確認できた。具体的な操作スキルとの関
連性については，振り返りを促す内容や方法のさらなる工夫が今後の課題である。
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